
　戦後の自民党政権がとってきた「専守防衛」政策を、根本から覆す「敵
基地攻撃能力の保有」など、安保3文書の閣議決定を強行した岸田政権。
　自民・公明の合意では、日本がどこからも武力攻撃されていないのに、
アメリカが海外で戦争をはじめたら、自衛隊が相手国に対して「敵基地攻
撃」する可能性を秘めています。
　日本維新の会は、「核共有」の議論をすすめるよう、あおっています。
　日本共産党は、戦争の心配のないアジアへ、軍事対軍事をエスカレート
させず、外交努力と話し合いによる解決へ、包摂的な枠組みをつくること
を提起しています。

大軍拡政治ストップ
「敵基地攻撃能力」保有

　県民の願いと手を繋ぎ、粘り強く、提案を続け、実らせるう
えで、日本共産党の議席は貴重な役割をはたしてきました。
　コロナ禍で影響を受ける飲食店等事業者への支援につい
て、「考えていない」（県・答弁）を繰り返していましたが、「応援
金」として実りました。　
　新型コロナ対応でも、繰り返し検査センターの設置や高齢
者施設等での定期的検査などの提案を続け、実施に。県立
病院看護師の定員が条例改正によって増員となりました。
　国会答弁とも結ぶなかで、校則見直しがすすみ、市内の高
校はじめいわゆるジェンダーレスの制服が当たり前に。

消費税減税やインボイス中止など
願いに背をむけ、憲法改定を
国にけしかける

統一教会徹底解明など求める意見書
消費税減税求める意見書
緊急事態条項など国会審議を求める意見書
インボイス中止を国に求める請願
選択的夫婦別姓を国に求める請願

＝賛 成 ＝反 対

共産 公明 参政事成会 無所属リベラル市民の窓 愛媛維新自民 志士の会

　暮らしむきが苦しい中、国に消費税減税やインボ
イス中止求める声に対し、自民、公明、愛媛維新、事
成会などは、背をむけています。
　選択的夫婦別姓を求める請願では「犯罪が増え
る」（自民）など根拠のない理由で反対。緊急事態条
項など改憲をけしかける意見書を強行してきました。自民、公明、愛媛維新など

「考えていない」（理事者）を繰り返すも、事業者への直接的支援に
飲食店から話を聞く

●新型コロナ対策としての検査センターの拡充
●高齢者施設職員への定期的検査の実施
●飲食店等事業者への応援金の支給
●医療・福祉施設への応援金支給
●児童相談所への専門職の増員
●松山市内の高校では、ジェンダーレスの制服に変わるなど、校則の
　見直しすすむ。届け出制を校則から廃止する県立学校広がる
●県立学校への生理用品配置の継続

県民の願いと手を繋ぎ、粘り強く

松山空港に設置された検査センター
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